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Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
事

業
12
社
を
選
定

全
国
的
に
感
染
者
が
見
ら

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
。
有
識
者

か
ら
は
、
冬
に
第
３
波
が
来

る
と
予
測
す
る
声
も
出
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
非
対
面
・

非
接
触
を
求
め
る
消
費
者
が

増
加
し
、
玄
関
先
な
ど
指
定

し
た
場
所
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が

荷
物
を
置
い
て
配
達
完
了
と

す
る
置
き
配
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

国
も
５
月
の
未
来
投
資
会

議
で
、
感
染
症
対
策
と
し
て

小
型
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
非

接
触
、
省
人
化
へ
同
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
・
活
用

を
目
指
す
企
業
も
出
て

き
た
。

例
え
ば
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
＝
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
小
型
配
送
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
に
向
け
た
実

験
を
行
う
た
め
、
佐
川

急
便
や
日
本
郵
便
、
楽

天
な
ど
12
社
を
選
定
し

た
。
館
内
物
流
や
宅
配

で
、
安
全
性
の
検
証
や

公
道
実
証
を
行
い
、
配

送
方
法
拡
大
や
省
人
化

を
図
る
。

他
に
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
Ｚ
Ｍ
Ｐ
が
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
の
実
験
と
は
別

に
、
独
自
に
都
内
の
飲

食
店
か
ら
住
宅
・
ビ
ル
へ
の

配
送
で
実
験
を
実
施
す
る
。

最
大
40
㎏
を
時

速
６
㎞
で
走
行

一
方
で
課
題
も
。
小
型
配

送
ロ
ボ
ッ
ト
の
価
格
や
最
大

積
載
量
、
事
務
所
な
ど
遠
隔

地
か
ら
の
監
視
だ
。
国
内
外

で
開
発
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー

は
20
社
ほ
ど

で
、
平
均
価
格

は
数
十
万
円
。

加
え
て
、
平

均
時
速
は
人
の

歩
く
速
度
と
ほ

ぼ
同
じ
約
６
㌔

㍍
。
平
均
的
な

最
大
積
載
量
は

40
㌔
㌘
程
度

で
、
１
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
宅

配
で
主
に
使
う
積
載
２
㌧
車

１
台
で
運
べ
た
荷
物
を
、
ロ

ボ
ッ
ト
50
台
で
配
送
す
る
計

算
に
な
る
。
経
済
産
業
省
の

官
民
協
議
会
で
は
、
企
業
か

ら
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ロ
ボ

ッ
ト
の
担
当
業
務
を
分
け
な

い
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
費
用
対

効
果
が
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
」

と
の
声
が
あ
る
。

経
産
省
は
Ｂ
to
Ｂ
で
の
活

用
拡
大
も
目
指
し
て
い
る

が
、
中
小
の
物
流
企
業
や
荷

主
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト
負
担

が
大
き
い
。
北
海
道
の
工
業

地
帯
で
Ｂ
to
Ｂ
で
の
実
験
を

実
施
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
京
セ

ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
で
は
、
１
社
で
ロ
ボ

ッ
ト
を
１
台
借

り
る
の
は
コ
ス

ト
が
か
か
る
た

め
、
工
業
地
帯

に
工
場
が
あ
る

複
数
の
メ
ー
カ

ー
で
、
出
発
時

間
な
ど
を
調
整

す
る
こ
と
で
１

台
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
シ
ェ
ア
で
き

る
仕
組
み
を
構

築
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

げ
る
方
向
。

ク
ラ
ウ
ド
の

連
携
模
索
も

ク
ラ
ウ
ド
と
の
連
携
で
コ

ス
ト
や
遠
隔
監
視
の
課
題
解

決
を
模
索
す
る
企
業
も
。
実

験
に
参
加
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の

Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
機

能
を
加
え
る
ほ
ど
、
価
格
は

高
く
な
り
、
平
均
価
格
の
数

十
万
円
を
超
え
て
最
大
で
数

千
万
円
か
か
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
中
山

間
地
域
で
の
配
送
で
は
使
え

な
い
。
情
報
を
（
速
度
調
整

や
停
止
な
ど
）
ロ
ボ
ッ
ト
自

体
で
操
作
・
管
理
す
る
も
の

と
（
事
故
発
生
状
況
な
ど
）

ク
ラ
ウ
ド
上
で
遠
隔
管
理
し

ロ
ボ
ッ
ト
と
連
携
す
る
も
の

で
分
類
し
な
け
れ
ば
（
通
信

を
含
め
）
コ
ス
ト
は
高
く
な

る
ば
か
り
」
と
し
た
。

Ｚ
Ｍ
Ｐ
も
同
様
の
考
え
。

縁
石
を
超
え
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
い
、
事
前
に
複
数
の

配
送
ル
ー
ト
を
登
録
し
、
監

視
者
の
端
末
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
事
故
や
渋
滞
の
回
避

を
目
指
す
。「
遠
隔
監
視
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
の

連
携
が
鍵
」
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
る

通
販
や
飲
食
品
宅
配
の
需
要

は
今
後
も
続
き
そ
う
だ
。
庫

内
作
業
で
出
て
き
た
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
を
配
送
で
も
推
進
す

る
に
は
、
中
小
の
物
流
企
業

や
荷
主
を
含
め
た
多
く
の
企

業
が
導
入
で
き
る
安
価
な
ロ

ボ
ッ
ト
や
、
複
数
の
企
業
が

ロ
ボ
ッ
ト
を
シ
ェ
ア
で
き
る

仕
組
み
、
情
報
を
切
り
分
け

ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

の
開
発
が
急
が
れ
そ
う
だ
。

熊田　安那記者

価
格
や
積
載
量
、監
視
が
課
題

新型コロナ感
染防止で有効

進むか小型配送ロボ活用
　新型コロナウイルス対策で非対面・非接触の配送が注
目される中、宅配や通販、ロボットメーカー、ＩＴ企業
などが小型配送ロボットの開発・活用の実験を開始す
る。省人化につながる一方、価格や積載量、監視方法で
は課題も。効率的な遠隔監視が可能なシステムとの連
携、安価なロボット開発が求められそうだ。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
製
造
業
を
中
心
と
し

た
荷
主
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
と
物
流
業
務
の
見
直
し
を

進
め
る
動
き
が
続
い
て
い
る
。

業
務
の
見
直
し
で
課
題
と
な
る

の
は
生
産
性
と
品
質
の
向
上

で
、
前
回
は
生
産
性
を
高
め
る

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
業
務
改
善

を
思
考
す
る
枠
組
み
）「
Ｅ
Ｃ
Ｒ

Ｓ
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
今

回
は
品
質
の
向
上
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
１
回
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
一
般
的
に
品
質
の
向
上
は

生
産
性
の
向
上
と
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
同
時
に
改
善
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。
品
質
向
上
に

は
、
業
務
を
細
分
化
し
た
際
に

「
付
加
価
値
を
生
み
出
す
」
と

分
類
さ
れ
た
業
務
に
対
し
て
打

ち
手
を
考
え
る
べ
き
だ
。
生
産

性
向
上
の
改
善
策
と
同
じ
で
、

手
掛
か
り
が
な
い
状
況
で
考
え

始
め
て
も
、
効
果
的
な
施
策
が

出
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま

ず
は
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
有
効

だ
。

　
今
回
は
品
質
向
上
を
検
討
す

る
際
に
よ
く
活
用
さ
れ
る
「
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｃ
（
デ
ィ
マ
イ
ク
）」

を
紹
介
す
る
。Define

（
定
義

す
る
）、M

easure

（
測
定
す

る
）、Analyze

（
分
析
す
る
）、

Im
prove

（
改
善
す
る
）、

Control（
管
理
す
る
）
の
頭
文

字
を
つ
な
げ
た
言
葉
だ
。
Ｅ
Ｃ

Ｒ
Ｓ
と
共
通
す
る
の
が
、
文
字

の
並
び
の
順
で
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
改
善
を
考
え
る
べ
き
点
だ
。

今
回
も
庫
内
作
業
を
例
に
現
場

改
善
を
検
討
す
る
。

在
庫
精
度
向
上

を
課
題
と
す
る

　
Ｄ
（
定
義
）
は
改
善
し
た
い

業
務
課
題
を
定
め
る
。
業
務
に

対
す
る
顧
客
の
声
な
ど
を
基
に

設
定
す
る
。
他
に
も
業
務
の
中

で
実
際
に
発
生
し
た
問
題
を
課

題
と
し
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、

年
次
の
棚
卸
し
の
結
果
、
在
庫

精
度
が
、
顧
客
と
の
契
約
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
改

善
策
を
検
討
す
る
と
い
う
ケ
ー

ス
を
想
定
す
る
。
設
定
す
る
課

題
は
「
在
庫
精
度
の
向
上
」
と

な
る
。

　
次
に
問
題
の
発
生
ポ
イ
ン
ト

を
特
定
す
る
た
め
に
、
現
状
の

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
漏
れ
な
く
可

視
化
し
、
関
係
の
あ
る
業
務
デ

ー
タ
を
Ｍ
（
測
定
）
す
る
。
例

え
ば
、
在
庫
精
度
の
悪
化
に
直

接
起
因
す
る
可
能
性
が
高
い
作

業
は
、
入
荷
検
品
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
、
出
荷
伝
票
の
貼
り
付
け
な

ど
だ
。
各
作
業
工
程
の
終
了
後

に
ミ
ス
発
生
率
を
測
定
し
、
問

題
の
発
生
箇
所
を
抽
出
し
特
定

す
る
。
こ
の

時
、
関
係
が
深

い
と
想
定
で
き

る
業
務
の
候
補

を
挙
げ
て
お
く

と
、
効
率
良
く

進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
問
題
の
発
生

箇
所
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
、
続

け
て
問
題
の
根
本
原
因
の
Ａ

（
分
析
）
を
行
う
。
原
因
に
対

し
て
改
善
策
を
考
え
る
の
が
Ｉ

（
改
善
）
の
工
程
だ
。
業
務
で

使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
改
修

や
２
次
検
品
作
業
の
追
加
な

ど
、
打
ち
手
が
複
数
考
え
ら
れ

る
場
合
、
費
用
対
効
果
を
み
て

改
善
策
を
決
定
す
る
。

　
２
次
検
品
作
業
は
工
数
増
に

よ
る
作
業
生
産
性
の
低
下
に
つ

な
が
る
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ

が
、
庫
内
業
務
全
体
の
生
産
性

に
は
大
き
く
影
響
し
な
い
場
合

も
多
い
。
上
流
工
程
の
品
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
後
工
程

の
作
業
工
数
を
削
減
で
き
る
た

め
だ
。一

番
重
要
な
の

は
最
終
工
程
だ

　
改
善
策
を
導
入
し
て
終
わ
り

で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
い
か

に
「
Ｃ
（
定
着
さ
せ
て
管
理
）」

す
る
か
だ
。
新
し
い
方
法
を
導

入
す
る
時
、
往
々
に
し
て
現
場

の
作
業
者
や
管
理
者
は
抵
抗
感

を
示
す
。
在
庫
精
度
の
問
題
で

言
え
ば
、「
そ
も
そ
も
在
庫
差
異

は
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
」
と
い
う
意
識
付
け
を
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
改
善
策

導
入
に
よ
る
現
場
側
の
メ
リ
ッ

ト
も
明
確
に
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
生
産
性
の
向
上
と
同
じ
く
、

Ｗ
Ｍ
Ｓ
（
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
）

の
入
出
庫
デ
ー
タ
の
取
得
・
管

理
は
、
業
務
改
善
の
結
果
を
関

係
者
全
員
が
同
じ
物
差
し
で
評

価
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
導
入

し
た
改
善
策
が
継
続
さ
れ
て
い

る
か
、
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

さ
ら
な
る
改
善
が
必
要
な
の
か

を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
同
じ

ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が

重
要
だ
。

品質向上の「ＤＭＡＩＣ」

　
お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。

中
小
企
業
の

現
場
改
善
の
進
め
方
第３回

企
業
で
取
り
扱
う
事
故
報
告

書
は
主
に
４
つ
の
使
い
道
が
あ

る
。
①
事
故
対
応
②
当
事
者
の

責
任
所
在
の
明
確
化
③

再
発
防
止
④
事
故
統
計

―
で
あ
る
。

①
の
事
故
対
応
は
、

事
故
後
の
対
応
を
警

察
、
保
険
会
社
に
委
ね

る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
②
は
、
事
故
の
当

事
者
と
な
っ
た
社
内
の

乗
務
員
に
対
す
る
責
任

の
所
在
か
ら
、
場
合
に

よ
っ
て
は
社
内
で
も
処

分
を
行
う
た
め
の
も
の

で
も
あ
る
。
③
は
事
故

を
分
析
し
、
そ
の
原
因

を
明
ら
か
に
し
て
、
当

事
者
と
社
内
に
指
導
を

行
う
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
④
は
、
企
業
全
体

で
起
き
て
い
る
事
故
を

分
析
し
、
傾
向
や
特
徴

を
明
ら
か
に
し
て
、
そ

の
内
容
を
企
業
内
に
周

知
し
、
事
故
の
予
防
に

役
立
て
る
も
の
で
あ

る
。物

流
企
業
で
も
、
事
故
報
告

書
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
内
容
や
使
い
道
は
企

業
に
よ
り
異
な
る
。
前
出
の
４

つ
の
使
い
道
の
ど
れ
を
重
視
し

て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。ま

ず
、
共
通
し
て
い
る
使
い

道
は
①
の
事
故
対
応
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
保
険
会

社
な
ど
へ
の
事
故
報
告
は
、
書

面
に
せ
ず
電
話
で
完
結
で
き
る

こ
と
も
多
く
、
書
面
で
の
記
録

と
い
う
意
味
で
は
簡
略
化
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
事
故
対
応
は

す
ぐ
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
簡
略
化
に
よ
り
迅
速
な
対

応
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
一
方
で
、
簡
略
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
再
発

防
止
や
事
故
統
計
に
必
要
な
情

報
が
収
集
さ
れ
な
い
こ
と
も
少

な
く
な
い
。

次
に
、
事
故
時
の
対
応
を
終

え
た
後
の
追
加
情
報
に
つ
い
て

は
、
物
流
企
業
に
よ
っ
て
は
、

②
の
当
事
者
責
任
に
関
す
る
も

の
に
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。
具
体
的
に
は
、
事
故
時

に
係
る
刑
事
処
分
（
懲
役
刑
な

ど
）、
行
政
処
分
（
免
許
の
制

限
な
ど
）
に
関
す
る
記
録
。
加

え
て
、
民
事
処
分
（
被
害
者
へ

の
賠
償
）
に
関
す
る
も
の
。
さ

ら
に
は
社
内
処
分
に
必
要
な
情

報
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
い
ず
れ
も

重
要
で
あ
る
が
、
事
故
報
告
書

は
当
事
者
の
処
分
に
だ
け
活
用

す
る
の
で
は
な
く
、

企
業
全
体
に
向
け
た

予
防
に
ま
で
範
囲
を

広
げ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
③
の
再
発
防

止
、
④
の
事
故
統
計

に
関
す
る
情
報
が
重

要
と
な
る
。

当
事
者
責
任
の
追

及
か
ら
事
故
予
防
に

活
用
の
幅
を
広
げ
る

た
め
に
は
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
る
。
１

つ
目
は
事
故
の
報
告

を
反
省
文
に
し
な
い

こ
と
、
２
つ
目
は
事

故
の
状
況
を
丁
寧
に

振
り
返
る
こ
と
、
も

う
１
つ
は
事
故
の
原

因
を
客
観
的
か
つ
具

体
的
に
記
録
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
詳
細
は
次
回
以
降

に
述
べ
る
が
、
ま
ず

は
自
社
の
事
故
報
告

書
の
内
容
を
振
り
返
り
、
そ
れ

が
簡
略
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
な
い

か
、
当
事
者
の
責
任
追
及
に
集

中
し
て
い
な
い
か
、
予
防
に
関

す
る
情
報
収
集
を
し
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
よ

い
。
安
全
教
育
は
事
故
報
告
書

の
整
備
か
ら
始
ま
る
の
で
あ

る
。

事故報告書から始まる安全対策第
62
回

北村憲康 東京海上日動リスクコンサルティング主席研究員

「安全企業」
つくりかた

の

き
た
む
ら
・
の
り
や
す

＝
１
９
９
１
年
東
京
海
上

火
災
保
険
入
社
、
現
在
は

東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
席
研

究
員
、
慶
大
院
特
任
准
教

授
。
企
業
の
交
通
安
全
対

策
が
専
門
。

ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室
　
翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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